
学校における水泳事故等の緊急対応マニュアル 東 沢 小 学 校

A：蘇生・B：連絡・C：掌握の役割を担って指導

救急 誘導

報告 指示

報告

連絡

連絡・報告 指示・支援 連絡 報告

水泳事故発生

事故者の生命救助を全てに優先

生命維持最優先！！

＜校長・教頭等＞ １１９番通報
○ 校長 不在の場合は教頭 → 教務 → 各担任

○ 情報把握と判断 ○ 対応指示と連絡・報告

救急車または警察への
出動要請

事 後 の 具 体 的 対 応

再発防止対策の確立＜教頭他＞

緊 急 性 あ り

□事故につながった要因の除去，

撤去，排除等

□要因の改善

□プールの安全確保

□指導体制の見直し

＜人員配置＞

＜活動計画と活動内容＞

安 全 教 育 の 充 実

□安全管理の充実

＜定期点検の励行＞

□安全教育の充実

＜ＫＹＴ等，日々の指導＞

＜定期的な訓練＞

□安全教育に係る研修の充実

児 童 へ の 対 応＜担任等＞

□児童の安全維持確保

＜心のケア＞

□保護者へのケア

①電話 → ②訪問

＜相談に応じる体制づくり＞

◆ＡＥＤは、指示通り使用
○体育館入口より運び出す。プールに移動。

◆心肺蘇生法

１ 意識の確認と呼吸の確認

２ 気道確保

３ 心肺蘇生法

① 胸骨圧迫３０回

② 人工呼吸２回（AED 到着まで）

③ AED → 結果で①②をくり返す。

＜養護教諭＞
○症状確認 ○応急処置

○病院等への連絡・報告

＜近隣病院・学校医＞
市立病院済生館

県立中央病院 他

○状況に応じた指示

○応急処置

連

絡

等

＜保 護 者＞

＜教 職 員＞
○児童の安全確保

○児童の心のケア

○対応等を時系列で記録

山形市教育委員会

村山教育事務所等

職員室へ緊急通報
電話（内線電話）を

活用する。

救急車到着までの生命救助応急措置
○ 外傷等の応急措置
○ 心肺蘇生（必要あればＡＥＤ）
○ 保温

他の児童の安全確保
・全児童をプールから上げ、
体育館へ移動させる。

家 庭 へ の 対 応 ＜学校・担任等＞

□家庭との連携

保険等の紹介及び手続き 等

□治癒までの、学習上での配慮及び学校生活の経過報告

A：蘇生
B：連絡

C：掌握

緊

急

通

報

最少でも３人体制での指導

プールより

病院へ搬送

（プール東側

出入口）

□警察や報道機関への

対応 ↓

教 頭


